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先日の Web アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。６月２９日から
通常日課が始まり２週間がたちました。全員が登校する中で、感染症対策は大丈夫なのか、
今年度の学習はどのように進めていくのかなど、アンケートから保護者の方々が心配なさ
っている点がよくわかりました。一学期の保護者会も中止にさせていただいており、学校
の様子や取り組みが伝わりにくかった点が多々あります。学校として今後どのように学校
生活や学習を進めていくのか説明がないとのご意見もいただきました。アンケートの結果
を基に、学校の対応等について、ご説明させていただきます。

＜アンケート集計結果より＞
アンケート実施期間：６月２５日～６月３０日
回答数：３１３（回答率７４％）

１ チーてれスタディネット、流山市学習動画サイトの利用
学習動画作成は今年度初めての

取り組みです。流山市では今後一
人１台のＰＣの導入をし、オンラ
イン学習の活用をさらに進めてい
く予定です。学習動画だけでなく、
オンラインでのドリル学習など個
に応じた学びにも対応を進めてい
くことで、活用機会を増やしてい
きます。今回は本校職員も英語と
算数の学習動画を作成しました。
この経験をぜひ次に生かしていき
たいと思います。

２ 通常日課の再開に関しての不安
通常日課の再開に対して、「不安がある」と回答された方が４１％、「不安はない」と

回答された方が５９％でした。記述より、不安があるとお答えになった内容は大きく分
けると２つで、一つは「感染症防止対策」について、もう一つは「学習の進度」につい
てでした。

（１）学校の感染症予防対策について
学校では、手洗いや咳エチケット

Ｑ 同居者が新型コロナの濃厚接触者となった場合は、子供も登校自粛をするのか。家
族に高齢者もいるので不安。

→ 現在、感染症予防のため、お子様が風邪症状の時には、出席停止の措置をとり、
ご家庭で休んでもらっています。それ以外でも出席停止の措置をとることがありま
す。千葉県の感染対策ガイドラインにそって以下のようになります。

①児童の感染が判明 治癒するまで出席停止
②児童が濃厚接触者 保健所が求めた期間（２週間が基本）出席停止
③児童に風邪症状あり 出席停止
④同居する家族に風邪症状 感染拡大が懸念される場合は出席停止
⑤同居する家族が濃厚接触者 登校可能（欠席の相談があった場合は出席停止も可）
※④、⑤は学校にご相談下さい。

→ その他、児童が保健所の指示でＰＣＲ検査を受けることになった場合など、休校
措置をとることもあります。教育委員会に報告し、保健所の指示のもと動くことに
なります。緊急にメールでおつたえすることも考えられますので学校からのメール
にご注意下さい。
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Ｑ マスクをすると、息苦しい時は外しても良いか？また、学校内や放課後のマスクの
着用の仕方などが心配。一番暑い時期に、コロナ対策と熱中症対策を並行して講じ
るのは難しいのではないか。

→ 暑くなり、熱中症が心配される季節となりました。登下校中など暑さでマスクを
すると苦しい場合は、人との距離をとり、マスクを外すように指導しています。
教室ではエアコンを使用することで暑さ対策をしながら、マスクを着用していま

す。体育の授業ではマスクをしながら運動するリスクが高いため、マスクをはずし
ています。集合時に距離をとるなど、密をさけることを改めて徹底していきます。
下校後にマスクをせずに密になって遊んでいる子供を見かけて、不安に思ってい

る方もいらっしゃいました。放課後の行動についても繰り返し指導していきます。
ご家庭でも「マスクをする」、「マスクを外す場合は周りの人と距離をとる」ことに
ついてご指導下さい。
感染症予防のため、現在学校の冷水機は使用しておりません。熱中症対策のため、

水筒を持たせて下さい。当初、着替えの回数を減らすため、体育のある日に体操服
着用での登校を推奨していましたが、暑さ対策のため、学校で着替えていただいて
かまいません。

Ｑ トイレ後などの手洗いの徹底が心配。給食前は、手洗い後、消毒を徹底して欲しい。
→ 学校での活動についての注意事項等は、文部科学省から出された、衛生管理マニ

ュアルを基にしました。学校のＨＰからご覧いただけるようにします。運動後やト
イレ後、清掃後など手洗いの重要性が指摘されています。しっかり手洗いができる
よう指導していきます。共有の道具等を使用したときも手洗いに気をつけさせてい
きます。特に給食当番の児童は２回手洗いをし、アルコール消毒をしています。
なお、通常日課再開後も、放課後に職員で消毒を行っています。

Ｑ 新しい生活様式により、見えない負荷とストレスがたまることが心配される。心身
のケアを学校側はしてくれているのか。

→ 休校が長く続いたため、なかなか生活のリズムが取り戻せず体調を崩したり、感
染症に気をつけて生活することで言い表せない不安を感じている児童もいるかと思
います。健康観察の際など、児童の様子に十分気を配って参ります。児童だけでは
なく、保護者の方の中にも不安を感じている方もいらっしゃると思います。学校で
の生活や学習のこと、体のことなど、お気軽にご相談下さい。

（２）学習について
Ｑ 休校中に家庭で行った学習のフォローはどうなるのか。
→ 休校中にご家庭で行った学習については、各担任が定着度などをみて、適宜復習

を行います。また、単元が進んでもそこで学習は終わりではなく、新しい単元の学
習の土台となっている場合も多いので、新しい単元の学習が始まる際に学び直しの
機会として、復習をしっかりと行い、定着を図ります。

Ｑ 休校中の授業の遅れをどうするのか、今後の授業の進め方をどうするのかわからず
に心配。

→ 休校が長く続き、１年間のカリキュラムをすべて学習できるのか、という不安の
声が多くありました。休校期間が長く、短いスパンで通り戻せるものではありませ
んので、今年度いっぱい、３月までにその学年の学習内容を学習し終えるよう、年
間の計画を見直しています。
また、授業時数を確保するため、以下の変更を行いました。

①１学期の期間を延長し、６年生は８月７日まで、他の学年は７月３１日まで授業
を行う。

②２学期開始を１週間早め、８月２４日から開始する。
③２学期終了を２日遅らせ、１２月２５日にする。（通常は２３日）
④３学期開始を１日早め、１月５日とする。
各学期とも、開始日から終了日まで給食を実施し、午後まで授業を行います。今

年度は、運動会を行わず、各学年とも校外学習（林間学園、修学旅行）を行いませ
ん。それらの行事の準備期間等で使っていた時間も通常の授業を進めるために使っ
ていきます。各月の学習内容については毎月学年便りでお知らせしていきます。

○ アンケートへのご協力、ありがとうございました。保護者の方々の不安点すべてに
お答えできてはいないと思いますが、何かありましたら遠慮なく学校にご相談下さ
い。この機会に今までのやり方を見直し、工夫を加え、感染症対策に取り組みなが
らも、子供たちが楽しく学校生活を送れるよう職員一同取り組んで参ります。これ
からもよろしくお願いいたします。


